
 

水道管路の設計・施工支援システムの開発 
－施工情報システムⅡの開発－ 

 

１． はじめに 

 前の「水道管路の設計・施工支援システムの開発」で述べた通り、管路の設計や施工業務におい

ては施工管理項目も増加し、それに対応して書類の作成には、水道事業体、工事事業者が相互に多

くの時間と手間を要している。それらの手間を省略し、設計・施工業務の品質の向上及び生産性の

向上に寄与する施工情報システムの研究を行ったので、以下に報告する。 

 

２．水道工事における IT活用 

（１） 施工情報システムの概要 

施工情報システムは、専用のアプリケーションが実装された携帯端末（スマートフォン）と、ク

ラウドサーバーで構成される。図 1 に示すように、工事現場において、管材料や継手の接合結果等

の施工管理項目を入力してクラウドサーバーに送信することで、継手チェックシート等の施工管理

書類が自動作成されるシステムである。 

従来の施工情報システムは、これまでに耐震型ダクタイル鉄管を用いた 146件（2023年 4月現在）

の工事現場で使用されてきた。使用した水道事業体や工事事業者から挙がった機能向上等に関する

要望を、表 1 に示す。携帯端末の操作性や表示に対する要望が多く、また、工事事業者の作業負荷

が大きい、出来形管理や工事写真管理書類の作成機能の追加要望もあった。 

これらの要望に応えるため、システムの入力画面や機能向上について、研究した。 

 

表１ 従来の施工情報システムに対する要望 
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小笠原 智（八戸圏域水道企業団）  西村 政浩（八戸圏域水道企業団） 

内宮 靖隆（八戸圏域水道企業団） 

図１ 施工情報システム 
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（２） 施工情報システムⅡの改良点 

従来の施工情報システムは市販のアプリケーション上に構築したた

め、実装可能な UI（ユーザーインターフェース）や機能に制限があった。

そのため、施工情報システムⅡでは、携帯端末に対応した独自のアプリ

ケーションを新たに作成し、表 1 に示した要望を全て満たすように機能

拡充した。 

図 2 に接合チェック画面を、図 3 に配管登録画面の一例を示す。携帯

端末上での直観的な操作で、管材入力や管の追加・変更等を行えるよう

にした。また、継手チェックの際に複数ページに及んでいた画面を 1 つ

に集約することで、画面遷移数を減らし、施工管理項目の入力ミスが生

じにくい仕組みとした。表 2に従来の施工情報システムと施工情

報システムⅡの比較を示す。 

 

 

 

施工情報システムⅡは、CAD システム上で利用する施工計画システムと連携可能である。図 4 に

示すように、施工計画システムで日々の配管予定や、出来形・工事写真の管理位置や入力項目を定

義すれば、クラウドサーバーを経由して施工情報システムⅡに自動的に登録される。携帯端末上で、

施工情報システムⅡを使用して出来形管理実績の入力や工事写真の撮影を行うことにより、出来形

管理書類や工事写真台帳が自動作成される。 

 

３．まとめ 

従来の施工情報システムに対する機能向上要望を満たす施工情報システムⅡを開発した。本シス

テムは、施工計画システムと連携することにより、工事事業者の日々の管割図作成や、出来形・工

事写真管理業務等の効率化に更に貢献するものである。本システムが、老朽管路更新促進の一助と

して、水道管路の施工管理業務に活用されることを期待している。 

図２ 接合チェック画面（例） 

図４ 施工計画システムとの連携 

図３ 配管登録画面（例） 

表２ システムの比較 
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を取り込み、携帯端末で入力 


